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「
認
知
症
」
を
理
解
す
る

　

認
知
症
は
、
い
ま
や
老
後
の
最
大
の
不

安
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と

す
る
日
本
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病

気
に
よ
る
も
の
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人

に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
よ
り
前
に
発
症
す

る
若
年
性
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は

１
６
９
万
人
で
す
が
、
今
後
20
年
で
倍
増

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
５
月
現
在
、
白
浜
町
で
は
介

護
認
定
者
の
内
、
約
６
割
の
８
５
０
人
の

方
に
認
知
症
の
症
状
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
記
憶
障
害
や
認
知
障
害

か
ら
不
安
に
陥
り
、
そ
の
結
果
ま
わ
り
の

人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
、
家
族
が
疲
れ
き
っ
て
共
倒

れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
周
囲
の
理
解
と
気
遣
い
が

あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は

可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
地
域
の
支
え
合
い
」

が
必
要
で
す
。
誰
も
が
認
知
症
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
支
え
る
手
立

て
を
知
っ
て
い
れ
ば

「
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
」

を
み
ん
な
で
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

　

み
ん
な
で
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を

支
え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
運
動
「
認
知
症
を
知
り
地
域

を
つ
く
る
10
カ
年
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

で
は
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
一
人
で
も
増
や
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
住
民
の
手
で
展
開
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
で
は
、

認
知
症
の
基
礎
知
識
を
や
さ
し
く
紹
介
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
で
何
が
で
き

る
か
を
学
び
ま
す
。

　

白
浜
町
で
も
、
約
10
人
以
上
の
集
ま
り

で
あ
れ
ば
、
出
前
講
座
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
地
域
で
、
職
場
で
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々

が
認
知
症
の
人
や
家
族
の
応
援
者
と
な
っ

て
地
域
で
活
躍
し
て
も
ら
え
る
ヒ
ン
ト
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認知症サポーター

１００万人キャラバン

　白浜町では、平成１９年度から２０年度にかけ、和歌山県の認

知症地域支援体制等構築推進事業のモデル地域として『どこかで

だれかが見守っているまちづくり』をビジョンに啓発活動や認知

症ケアの質の向上を目指した研修などの取り組みを行っています。

　啓発・予防・ケアの流れの中で、それぞれの領域の関係者が、

それぞれの役割を果たしながら連携をとっていくことが大切だと

思っています。

　行政・各領域の専門家・そして“地域の皆さん”が力を合わせ、

役割分担し、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりに取

り組んでいきたいと考えています。 白浜町地域包括支援センター
	 保健師　坂井　めぐみ
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明日のわたしのためだから…

認知症サポーターになってください

認知症の人の杖になる

「認知症の人は何もわからない」は間違
いです。周囲の人が、認知症の人の障
害を理解し、その人ができない部分を
補う「杖」となれば、自分でやれるこ
とも増え、おだやかに暮らしていくこ
とができます。

病気として理解する

認知症とは、脳の細胞が死んだり、働
きが悪くなったりして障害がおこり、
生活に支障が出ている状態をいいます。
認知症は、だれでもなる可能性がある
病気です。

認知症サポーターとは

認知症について正しく理解し、偏見を
もたず、認知症の人や家族を温かく見
守る応援者です。

認知症サポーターになるには

「サポーター養成講座」を受講した人が
「認知症サポーター」となり、「認知症

の人を応援します」と
いう意思を示す目印
の『オレンジリング』
が渡されます。

受講中の様子。講師のキャラバン・メイトは白浜町社
会福祉協議会 吉

よし

田
だ

貫
みち

方
かた

さん。
※キャラバン・メイト…「認知症サポーター養成講座」を
開催し、講師役をする資格を有する人

	 	 認知症に関する相談や、

「認知症サポーター養成講座」に関するお申し込み・お問い合わせは、

白浜町地域包括支援センター（白浜町役場内）℡４３－５５５５（内線２３０～２３２）まで

「ボランティアグループ羽衣会」の皆さんが

認知症サポーター養成講座を受けられました。

講座終了後は、「オレンジリング」が皆さんに渡されました。
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同一世帯の被保険者及び世帯主の合計所得金額等（※１）が
下記の基準を超えない世帯

均等割額の
軽減割合

（１）基礎控除額（33 万円） ８．５割

（２）基礎控除額（33 万円）＋ 24.5 万円×被保険者数（※２） ５割

（３）基礎控除額（33 万円）＋ 35 万円×被保険者数 ２割

 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て 

■
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
民
生
課
保
険
係
（
℡
４
３
ー
５
５
５
５
）

●
保
険
料
の
軽
減
措
置
の
拡
大
に
つ
い
て

　

政
府
決
定
に
基
づ
き
、
平
成
20
年

度
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
軽
減
割

合
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

【
所
得
割
の
軽
減
】

賦
課
の
も
と
と
な
る
基
礎
控
除

後
の
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の
場

合
は
、
所
得
割
額
か
ら
50
％
軽
減
さ

れ
ま
す
。

※
所
得
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
方

は
、
８
月
以
降
に
変
更
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

【
均
等
割
の
軽
減
】

所
得
の
少
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額
が

軽
減
（
下
表
参
照
）
さ
れ
ま
す
。

※
軽
減
割
合
が
、
７
割
軽
減
か
ら

８
．５
割
軽
減
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
対
象
と
な
る
方
に
は
、
８
月

以
降
に
最
大
２
０
０
円
を
減
額
す
る

通
知
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
２
０
０
円
×
加
入
月
数
／
12
）

●
保
険
料
の
納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

平成２０年度の均等割額の軽減割合

（※１）当分の間、６５歳以上で公的年金等控除を受けている場合は、公的年金等の所得から
　　　１５万円を控除した金額を公的年金等の所得とみなして軽減措置の判定がなされます。
　　　・ 譲渡所得に係る特別控除、事業専従者控除の適用を受けない所得で判定します。
（※２）被保険者である世帯主を除く。

※注意　この軽減を受けるためには、所得の申告が必要となります。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

の
納
付
方
法
が
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
納
付
）
と
な
っ
て
い
る
方
で
、

次
の
要
件
①
・
②
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方
は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
を

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
納
付
か
ら
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
へ
の
変
更
を
ご
希
望
の

方
は
、
役
場
民
生
課
保
険
係
で
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

変
更
後
の
納
付
方
法
は
、
口
座

振
替
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
要
件
】

①
世
帯
主
で
あ
り
、
今
ま
で
国
民
健

康
保
険
税
を
納
期
ま
で
に
確
実
に
納

付
し
て
い
た
被
保
険
者
。

②
被
保
険
者
本
人
の
年
金
収
入
が

１
８
０
万
円
未
満
で
、
連
帯
納
付
義

務
者
（
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
）
が

い
る
方
。
※
連
帯
納
付
義
務
者
に
保

険
税
（
料
）
の
未
納
履
歴
が
な
い
こ
と
。

※
注
意　

原
則
と
し
て
、
①
に
該
当

す
る
場
合
は
本
人
名
義
の
口
座
、
②

に
該
当
す
る
場
合
は
連
帯
納
付
義
務

者
名
義
の
口
座
か
ら
の
口
座
振
替
と

な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

健
康
診
査
受
診
に
つ
い
て

　

５
月
以
降
に
、
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
ご
案
内
の

あ
り
ま
し
た「
健
康
診
査
の
ご
案
内
」

は
、
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制

度
に
ご
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
75
歳

以
上
お
よ
び
65
歳
以
上
74
歳
以
下
で

一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
）
に
対

し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
健
診

は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　

返
信
は
が
き
に
よ
り
申
し
込
み
を

さ
れ
た
方
に
は
、
９
月
下
旬
に
「
受

診
票
」
が
届
き
、
10
月
か
ら
県
内
の

協
力
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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平成２０年度 白浜町職員採用試験案内
　白浜町では、次のとおり職員採用試験を実施します。
　受験を希望される方は、案内に従い受付期間内に必要書類をご提出ください。

■お問い合わせ　役場総務課庶務係（℡４３－５５５５）

職 種 区 分 採用予定人員 職 務 内 容

一般事務職 ６人程度 一般事務に従事します

保 健 師 職 １人程度 専門業務に従事します

保 育 士 職 ２人程度 専門業務に従事します

１．職種および採用予定人員

「安心・安全メール」
一斉配信サービスへの登録をお願いします

■お問い合わせ　役場総務課防災対策室（℡４３－５５５５）　

　白浜町では、防災・防犯等に関する情報を一斉に携帯電話やパ
ソコンに配信し、これらの情報を住民・役場・各種団体が一体と
なって共有化することで、事故や事件を未然に防ぐための取り組
みとして、「安心・安全メール」の配信サービスを提供しています。
　サービスを利用していただくには、携帯電話またはパソコンか
ら、http://shirahama.aamail.aikis.jp/ へアクセスし、登録を済ま
せていただく必要があります。
◎詳しくは、白浜町公式ホームページ（http://www.town.shirahama.

wakayama.jp/）でもご覧いただくことができます。

 
　【白防災】大雨・洪水警報の発表について

○月○日和歌山地方気象台発表
当地域に大雨・洪水警報が発表されました。

　十分警戒してください。

（配信メールの例）

バーコード
対応機種で、
簡単アクセス！

２．採用年月日　平成 21 年４月１日

３．受験資格
　【一般事務職】
　昭和 53 年４月２日から平成３年４月１日までの間に生まれ
　た方
　【保健師職】
　昭和 44 年４月２日から昭和 62 年４月１日までの間に
　生まれた方で保健師免許を有する方（平成 20 年度中に
　取得見込みの方を含む）
　【保育士職】
　昭和 53 年４月２日から平成元年４月１日までの間に生
　まれた方で保育士免許を有する方（平成 20 年度中に取
　得見込みの方を含む）

４．試験実施日時および場所
　（１）第１次試験
　◆日時　平成 20 年９月 21 日（日）午前９時から
　◆場所　白浜会館（白浜町１番地の１）
　（２）第２次試験
　◆日時　平成 20 年 10 月下旬予定
　◆場所　白浜町役場（白浜町１６００番地）予定

５．受付期間
　平成 20 年８月５日（火）～８月 20 日（水）
　※土・日曜日を除く、午前８時 30 分～午後５時 30 分

６．申込用紙の請求および交付について
　【窓口での交付】　
　白浜町役場総務課庶務係・富田事務所・日置川事務所
　※土・日曜日を除く、午前８時 30 分～午後５時 30 分
　【郵送で請求される場合】
　封筒の表に『採用試験申込書請求』と朱書きし、120 円
　切手を貼った宛て先明記の返信用封筒（縦 33㎝×横 24㎝　

　程度）を必ず同封して、下記の宛て先に送付してください。
　白浜町役場　総務課庶務係　宛て　
　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町１６００番地
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出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
の
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
が
あ
る
と
き

を
含
む
）

②
対
象
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た

と
き

③
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き

④
遺
棄
し
て
い
た
父
が
帰
っ
て
き
た

と
き

⑤
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き

⑥
そ
の
他
受
給
用
件
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

住
民
係

消
火
器
の
不
適
正
取
引
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

県
内
で
、
消
火
器
の
不
適
正
取
引

と
思
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・中央保健センター　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、

８
月
29
日
ま
で
に
提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
８
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

現
況
届
け
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
案
内
文
書
は
事
前
に
送

付
し
ま
す
。）

　

も
し
、現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

引
き
続
い
て
受
給
す
る
資
格
が
あ
っ

て
も
、
８
月
以
降
の
手
当
て
の
支
給

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず

資
格
喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
て
を

受
け
て
い
ま
す
と
、
そ
の
期
間
の
手

当
て
を
全
額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

①
母
が
婚
姻
し
た
と
き
（
婚
姻
の
届

　

事
業
所
を
は
じ
め
、
一
般
の
ご
家

庭
で
も
、
不
用
意
に
書
類
等
に
署
名

ま
た
は
押
印
し
た
り
せ
ず
、
内
容
に

つ
い
て
十
分
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

対
策
と
し
て
は

①
契
約
業
者
で
あ
る
こ
と
を
身
分
証

明
書
等
に
よ
り
確
認
す
る

②
契
約
書
等
の
書
類
に
は
、
納
得
す

る
ま
で
署
名
ま
た
は
押
印
を
し
な
い

③
安
易
に
点
検
等
の
作
業
を
了
承
し

な
い

④
不
適
切
な
点
検
等
、
高
額
な
金
額

を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
消
防
署
・

警
察
署
に
通
報
、
相
談
す
る

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
等
に
つ
い
て

は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
消
防
本
部

（
℡
４
３
ー
０
１
１
９
）

県
内
一
斉
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
!!

　

８
月
～
10
月
の
３
カ
月
間
を
強
調

月
間
と
し
て
、
和
歌
山
県
内
一
斉
に

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
財
産
「
農
地
」。

農
地
は
国
民
の
食
糧
を
生
産
す
る
基

盤
で
あ
り
、
国
土
保
全
や
景
観
維
持

な
ど
多
面
的
か
つ
公
益
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
た
め
、
大
切
に
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
無

断
転
用
の
防
止
、
遊
休
農
地
の
把
握

と
解
消
を
図
る
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
周
辺
の
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

農
作
物
害
虫
の
発
生
源
に
な
り
ま

す
。
農
地
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者

は
、
草
刈
り
な
ど
を
実
施
し
、
近
隣

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，９６７人
　　　　　　（先月比　－　５人）
　　　　男　　１１，１９２人
　　　　　　（先月比　－１３人）
　　　　女　　１２，７７５人
　　　　　　（先月比　＋　８人）
　世帯数　　１１，００８世帯
　　　　　　（先月比　＋９世帯）

※平成２０年７月１日現在

有料広告募集中 有料広告募集中



�　広報しらはま８月号

　
（
℡
０
６
ー
６
５
７
６
ー
３
１
１
５
）

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま

で
。
た
だ
し
土
、
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

koho@
osaka-

custom
s.go.jp

８
月
は
経
済
産
業
省
主
唱
の

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

　

電
気
は
ご
家
庭
や
お
店
の
ほ
か
、

事
務
所
、
工
場
な
ど
で
も
便
利
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
気
設
備
が
悪

く
な
っ
た
り
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、

感
電
や
漏
電
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

感
電
や
漏
電
火
災
を
な
く
す
よ

う
、
毎
年
８
月
に
経
済
産
業
省
主
唱

の
も
と
で
に
電
気
使
用
安
全
月
間
運

動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
あ
な
た
の
お
家
は
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
？
日
頃
か
ら
電
気
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う

●
自
家
用
施
設
の
電
気
事
故
は
日
頃

の
チ
ェ
ッ
ク
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

●
自
然
災
害
に
そ
な
え
た
電
気
の
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う

和
歌
山
県
警
察
官
等
採
用
試
験

　

平
成
20
年
度
和
歌
山
県
警
察
官
Ｂ

の
採
用
試
験
が
、
次
の
と
お
り
行
わ

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
企
画
部

企
画
政
策
局
調
査
統
計
課

（
℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
３
８
８
）

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す

１
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

　

て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

　

税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ

　

た
通
貨
・
証
券
な
ど

２
．
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自

　

治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

　

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

　

に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
方
は
税
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
管
証
券
返
還
の
ご
案
内
は
、
大

阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/
osaka

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
阪
税
関 

監
視
部 

取
締
総
括
部
門

の
農
地
や
周
辺
住
民
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
十
分
な
管
理
、
防
除
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

う
え
で
も
皆
さ
ん
の
力
で
農
地
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
農
業
委
員
会

（
℡
４
５
ー
０
０
０
９
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に

つ
い
て
の
お
願
い

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省

所
管
の
も
と
に
本
年
も
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
が

１
～
４
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象

に
、我
が
国
の
雇
用
労
働
者
の
賃
金
、

労
働
時
間
、
雇
用
の
変
動
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
年
１
回
実
施
さ
れ
、

景
気
判
断
や
経
済
情
勢
に
向
け
て
の

諸
政
策
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調
査

員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
作
成
し
ま

す
。調

査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
以
外

の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お知らせ INFORMATION

救急車の適正利用にご協力ください！
　平成１９年内における白浜町消防本部の救急出動件数は１，９５１件で、
現在、４台（白浜署２台・日置川署１台・すさみ署１台）の救急車で対応
しています。
　年々救急車の利用が高まりつつある中で、消防署の管轄地域内で救急が
重なったとき救急車が不足に至る場合があります。
　その場合は他の消防署から救急車を出動させますが、現場到着まで時間
がかかってしまう結果となります。
　緊急性がない救急車の利用は、本当に必要とする患者さんに迷惑をかけ
るばかりか、貴い生命を脅かす結果になりかねません。
　緊急性の高い患者さんを少しでも早く病院へ搬送できるように救急車の
利用にご理解とご協力をお願いします。

■病院・救急に関するお問い合わせは、
　最寄りの消防署まで
　・白浜消防署 　 （℡４３－０１１９）
　・日置川消防署（℡５２ー３０６１）
　・すさみ消防署（℡５５ー２２３７）

れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
な
ど
は
、白
浜
警
察
署
、

各
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

詳
細
は
、
白
浜
警
察
署
警
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
区
分

　

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

◆
受
付
期
間

　

８
月
８
日
（
金
）
ま
で

◆
一
次
試
験
日　

９
月
21
日
（
日
）

◆
試
験
地　

和
歌
山
市
・
田
辺
市

◆
受
験
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
方
。
た

だ
し
、
次
の
方
を
除
き
ま
す
。

ア
．
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

21
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

イ
．
人
事
委
員
会
が
前
述
ア
に
該
当
す
る

方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
警
察
署　

警
務
課

　
（
℡
４
３
ー
０
１
１
０
）



広報しらはま８月号　�

和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト
後

期
受
講
生
募
集
！

　

和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト
で

は
、
２
０
０
８
年
度
後
期
の
大
学
院

科
目
等
履
修
生
・
学
部
開
放
授
業
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ

ト
事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
大
学
院
授
業

・
現
代
社
会
と
法

　

９
／
12
・
13
・
19
・
20
・
26
・
27

・
紀
南
の
自
然
研
究

　

ー
そ
の
豊ほ
う

饒じ
ょ
うと

危
機
ー

　

10
／
10
・
11
・
17
・
18
・
24
・
25

・
都
市
、
地
域
、
生
活
環
境
の
計
画

　

10
／
31
、
11
／
１
・７
・８
・
14
・
15

※
主
に
金
曜
日
夜
間
（
17
時
30
分
～

　

20
時
40
分
）
お
よ
び
土
曜
日
（
９

　

時
30
分
～
15
時
）
に
開
講
、
定
員

　

は
各
10
人

●
学
部
授
業　
　

・
子
ど
も
の
運
動
遊
び
と
野
外
活
動

　

９
／
27
、
10
／
25
、
11
／
８
・

15
、
12
／
13
・
20

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
福
祉

　

10
／　

４
・
11
・
18
、

　

11
／
22
・
29
、
12
／
６

※
主
に
土
曜
日
（
13
時
30
分
～
16
時

　

40
分
）
に
開
講
、
定
員
は
各
50
人

お知らせ INFORMATION

■
場　

所

　

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
ー
Ｕ

■
申
込
締
切
日　

８
月
30
日
（
土
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト
事

務
室
（
℡
２
３
ー
３
９
７
７ 

火
曜

日
～
土
曜
日　

９
時
～
17
時
）

和
歌
山
県
立
自
然
公
園
の
見
直
し

に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
で
は
、
県
立
自
然
公
園

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
視
野
に
入

れ
、県
を
代
表
す
る
自
然
を
50
年
後
、

１
０
０
年
後
に
県
民
共
通
の
財
産
と

し
て
残
し
て
い
く
た
め
、
自
然
環
境

保
全
に
関
す
る
県
と
し
て
の
あ
り
方

を
示
す
「
自
然
環
境
保
全
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

現
在
の
白
浜
町
域
に
お
け
る
県
立

自
然
公
園
は
、
熊
野
枯
木
灘
海
岸
・

田
辺
南
部
海
岸
・
大
塔
日
置
川
県
立

自
然
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
「
自
然
環
境
保
全
の
グ
ラ
ン
ド

募集種目 受験資格 受付締切 試験日 場　所

２士
男子 　１８歳以上

　　～２７歳未満の者

９月２４日（水） ９月２５日（木） 田辺市民総合センター

１０月２６日（日）１０月２７日（月） 田辺市民総合センター

女子 　１８歳以上
　　～２７歳未満の者 ９月１０日（水） ９月２８日（日） 信太山駐屯地 （大阪府和泉市）

一般曹候補生 　１８歳以上
　　～２７歳未満の者 ９月１０日（水） １次試験

９月２０日（土）
 田辺市
 青少年研修センター

航空学生 　高卒（見込み含む）
　　～２１歳未満の者 ９月１０日（水） １次試験

９月２３日（火） 田辺市民総合センター

看護学生 　高卒（見込み含む）
　　～２４歳未満の者 ９月３０日（火） １次試験

１０月２５日（土） 和歌山市および新宮市

防衛大学校

一般
　高卒（見込み含む）
　　～２１歳未満の者

９月３０日（火）
１次試験

１１月１５日（土）
　　　 １６日（日）

 和歌山市および太地町

推薦 ９月　９日（火）
１次試験

９月２７日（日）
　　 ２８日（月）

 防衛大学校
 （横須賀市）

防衛医科大学校 　高卒（見込み含む）
　　～２１歳未満の者 ９月３０日（火）

１次試験
１１月　１日（土）
　　　 　２日（日）

 和歌山市ビッグ愛

自衛隊生徒 　中卒（見込み含む）
　　～１７歳未満の男子

平成２０年　　
１月上旬

１次試験
平成２０年

１月１７日（土）

 田辺市
 青少年研修センター

予備自衛官補 　１８歳以上
　　～３４歳未満の者 １０月１０日（金）

１０月１８日（土）
　　～２０日（月）
※いずれか１日

 和歌山市

～ 平成２０年度 自衛官募集案内 ～
自衛隊田辺地域事務所では、下記のとおり自衛官を募集しています。

採用説明会のお知らせ

	 　　◆日　時　　８月２８日（木）　午後６時３０分～午後７時３０分

	 　　◆場　所　　白浜町中央公民館　２階会議室

	 　　■お問い合わせ　自衛隊田辺地域事務所（℡２４－６２１９）

	 　　　　　　　　　　http://www.mod.go.jp/pco/wakayama

デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
公
園

区
域
の
見
直
し
や
熊
野
古
道
、
円
月

島
な
ど
が
新
規
に
候
補
地
と
し
て
挙

が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
和
歌
山
県
で
は
、
こ
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
専
門

調
査
や
地
元
市
町
の
意
見
を
踏
ま
え

た
上
で
、
県
立
自
然
公
園
の
再
編
に

つ
な
げ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.w

akayam
a.

lg.jp/prefg/032500/index.htm
l

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
西
牟
婁
振
興
局

衛
生
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局
衛
生
環
境
課

　
（
℡
２
６
ー
７
９
３
４
）



�　広報しらはま８月号

◆募集期間：８月４日（月）～８月１２日（火）　
◆抽 選 日：８月１９日（火）午前９時３０分から
■お申し込み・お問い合わせ：役場 建設課 都市計画係　  （℡４３－６５８６）
	 	 　　 　　　　日置川事務所 産業建設係   （℡５２－２３０２）

お知らせ INFORMATION

●公営住宅入居募集●

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受

け
付
け
ま
す
。

◇
８
月
４
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
８
月
７
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
み
ま
い
荘

◇
８
月
25
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
農
業
研
修
会
館

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や
い

ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
８
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
８
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
み
ま
い
荘　

※
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

　

夏
、
冷
房
を
た
く
さ
ん
使
う
季
節

に
な
る
と
、「
冷
房
の
設
定
温
度
は

28
度
」
と
か
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
「
節
電
」
に
関
す
る
言
葉

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

ど
う
し
て
節
電
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。 

　

近
年
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
の
は
地
球
温
暖
化
の
問
題

で
す
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
、
南

極
や
北
極
、
シ
ベ
リ
ア
の
永
久
凍
土

が
溶
け
出
し
、
海
面
が
上
昇
し
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
洪
水
や
干
ば

つ
、
台
風
な
ど
の
熱
帯
低
気
圧
の
異

常
発
達
な
ど
の
異
常
気
象
を
招
く
原

因
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　

日
本
で
一
番
多
く
電
気
を
つ
く
る

発
電
方
法
は
「
火
力
発
電
」
で
全
体

の
約
60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
火
力

発
電
は
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
を

燃
や
し
て
発
電
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
化
石
燃
料
は
パ
ワ
ー
は
あ
る
の

で
す
が
、
燃
や
し
た
と
き
に
地
球
温

暖
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
る

CO2

（
二
酸
化
炭
素
）
を
多
く
排
出
し
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
わ
た
し
た
ち
が
電
気
を

使
う
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に

CO2
を

排
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
こ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
電
気
を
使
う
の
を
抑
え
る

だ
け
で

CO2
の
排
出
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と
、

節
電
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
空
調

・
冷
房
す
る
場
合
、
室
温
は
28
度
を

目
安
に
す
る

・
冷
房
が
不
要
な
と
き
は
電
源
を
切
る

・
エ
ア
コ
ン
を
購
入
す
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

●
照
明

・
不
必
要
時
の
こ
ま
め
な
消
灯
に
努

め
る
・
照
明
器
具
を
購
入
す
る
と
き

は
、
省
エ
ネ
型
の
電
球
型
傾
向
ラ
ン

プ
を
選
ぶ

●
電
力
消
費
機
器

・
電
気
ポ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
使

わ
な
い
と
き
は
、
こ
ま
め
に
電
源
を

切
る

・
冷
蔵
庫
は
季
節
に
応
じ
庫
内
の
温

度
調
節
を
行
い
、
も
の
を
詰
め
込
み

過
ぎ
な
い
よ
う
に
整
理
整
頓
す
る

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
エ
コ
ラ
イ
フ
の
実
践
を

『
節
電
』
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

家　賃
（収入に応じて家賃が変わります）

西越 43 団地 昭和 43 年度 白浜町堅田 2487 番地の 9 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・39. 5㎡

① 7,300　  ② 8,800　  ③ 10,400
④ 12,000　⑤ 13,900　⑥ 14,000

中田団地
※浴槽なし 昭和 45 年度 白浜町日置 2040 番地の 2 １戸 簡易耐火 2 階建

２ＤＫ・39.5㎡
① 6,500 　  ② 7,900　  ③ 9,400
④ 10,800　 ⑤ 12,500　 ⑥ 14,400

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 ２戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・69.9㎡

① 17,500　 ② 21,200　 ③ 25,100
④ 29,000　 ⑤ 33,500　 ⑥ 38,500

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 １戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・72.1㎡

① 18,000　 ② 21,900　 ③ 25,900
④ 29,900　 ⑤ 34,500　 ⑥ 39,700

安宅団地 昭和 55 年度 白浜町安宅 409 番地の 7 １戸 簡易耐火 2 階建
３ＤＫ・80.1㎡

① 15,200　 ② 18,500　 ③ 21,900
④ 25,200　 ⑤ 29,200　 ⑥ 33,500

安宅団地 昭和 56 年度 白浜町安宅 472 番地の 8 １戸 簡易耐火平屋建
３ＤＫ・80.1㎡

① 12,400　 ② 15,100　 ③ 17,900
④ 20,600　 ⑤ 23,800　 ⑥ 27,300

玉伝団地 平成 5 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・74.9㎡

① 15,800　 ② 19,200　 ③ 22,700
④ 26,200　 ⑤ 30,300　 ⑥ 34,700

８月２３日（土）午前６時から　第２回 海や川の一斉清掃
	 	 	 	 　（雨天の場合は順延。翌日も雨天の場合は中止）



広報しらはま８月号　10

まちの
�わだい

ふるさと消防団活性化助成事業
　白浜町消防本部は、宝くじ普及広報事業の一環である「平成２０
年度ふるさと消防団活性化事業」の助成を受け、下記の資機材を購
入しました。
　この資機材は、軽量化された可搬消防ポンプで、災害時や訓練等
で活用されます。
　※購入品　D －１級軽可搬ポンプ一式
　①Ｄ－１級ポンプ　②台車　③消防ホース　④組立水槽　
　⑤消火栓キー　⑥吸水管　⑦管そう　⑧牽引ロープ　⑨媒介金具
　⑩燃料管　⑪その他

春の叙勲受章をお祝いする会　

壷
つぼ

田
た

敬
けい

規
き

氏「瑞宝双光章」受章

　６月１９日に、平成２０年春の叙勲「瑞宝双光章」（消防功労）
を受章された壷田敬規氏（７０歳）の「叙勲受章をお祝いする会」
が町内のホテルで開催されました。また、この席上で白浜町表彰の
授与も行われました。壷田氏の功績は下記のとおりです。
【 ご功績 】　壷田氏は、昭和３２年１月、日置川町消防団に入団して以来、

平成１７年５月に退団されるまでの間、実に４８年の永きにわたり、火

災や自然災害から地域住民の生命、財産を守るとともに、予防啓発活動

にも力を注ぐなどご尽力され、特に、平成２年６月からは団長としてそ

の重責を全うされました。

「青色防犯パトロール隊」発足
　町職員で構成する青色防犯パトロール隊が発足し、出陣式が
７月９日、白浜町役場前で行われました。
　安心・安全のまちづくりを推進する取り組みの一環で、街頭
犯罪の防止や子どもの安全確保などを目的に青色回転灯を付け
た車で地域をパトロールします。
　総務課・教育委員会・日置川事務所・日置川教育事務所・青
少年センターが公用車７台が登下校時などにパトロールするほ
か、白浜警察署と連携して白良浜周辺の夜間パトロールも実施
する予定です。
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こんにちは！町長です

夏真っ盛りです。お元気でお過ごしですか！
今回は、白浜町内で新たに企業進出が決まった会社、

２社のご紹介をいたします。
当町では町の活性化を進めるため、町内での企業展開

の取り組みを続けています。
まず１社目（本社：東京）は、山上通りと湯崎地区内

の寮の跡を使ってアパレル関係の事業を始めていただける
ことになりました。（現在内装工事中、10 月より営業開始
予定）具体的には、デザインルームやゲストルーム・撮影
ルームをつくり新商品の開発研究をするとのことです。

もう１社（本社：大阪）は宿泊業です。桟橋地区の閉
鎖中の寮を改修し、この夏から営業を始めます。

閉鎖された寮を再利用していただけることはありがた
いことです。

まだいくつか話し合いを進めている企業がありますが、
なかなか簡単には企業誘致には結びつきません。今後とも、
コツコツと活力ある町づくりを進めてまいります。

そのほか、３点ほど皆さまにご報告します。

まず、白浜台で 30 年余り前に建設が始まり、中断
されていた建物について、去る 6 月末までに鉄骨部
分が撤去されました。長きにわたり周辺地域の皆さま
はじめ大勢の皆さまにご迷惑とご心配をおかけしまし
た。

次に、アドベンチャーワールド様より開園 30 周年
記念として、イルカのモニュメント（シャワー付き）
を寄贈いただき、白良浜の公衆浴場「しらすな」の近
くに設置しています。一度ご覧になってみてください。
アドベンチャーワールド様の今後益々のご隆盛を祈念
いたします。ありがとうございました。
　最後に、７月 9 日より「白浜町青色防犯パトロール」
をスタートしました。安心・安全な町づくりを進める
めの取り組みの一環です。全国的に凶悪な犯罪が多発
しています。青色灯の点灯により犯罪が減少したとい
う事例が全国で数多くあります。
　犯罪のない安心して暮らせる安全な町づくりを進め
てまいります。

ピックアッ
プ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●第 3 回町長杯テニス大会

　6 月 8 日、町営日置川テニスコートで第 3 回町長杯テ

ニス大会が開催され、県内から７６人が参加し熱戦が繰

り広げられました。当日は、男子ダブルスＡ級・Ｂ級、

女子ダブルスＡ級・Ｂ級の種目で試合が行われました。

●町道上地 1 号線側溝補修工事

　 中 地 区 の 排 水 路 を 継 続 的 に 整 備 し て い ま す。 

　少しずつではありますが、今後も取り組みを進めて

いきます。

●阪田公園管理道路舗装工事が完了

　路面の老朽化により路面に水がたまる等、車両の

通行に支障がありましたが、このたび舗装工事が完

了し改善されました。
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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）　食べ物

（単位 kcal）
こう変える！

これだけ
ダウン

茶碗大盛り
(270g)　　　　　４００

普通盛り
(150g)　　  ２２２

－１７８

おにぎり１個
( ｼｰﾁｷﾝﾏﾖﾈｰｽﾞ )　 ２０３

おにぎり１個
(梅 )　　　 １７５

－２８

ラーメン
(とんこつ)　　　４７７

ラーメン
(しょうゆ ) ４２０

－５７

やきとり１本
(皮・塩 )　　　　１５９

やきとり１本
(み・塩 )　　 ７８

－８１

マヨネーズ
(大さじ１)　　　　９３

ノンオイル
ドレッシング  １９

－７４

アイスクリーム
(バニラ)　　　　３７０

シャーベット
(オレンジ ) １４１

－２２９

 

　

今
年
度
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

を
予
防
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
に
な
り
や
す
い
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
の
が
怖
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か

ど
う
か
は
、
ま
ず
、
腹
囲
が
基
準
を

上
回
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
さ

れ
ま
す
（
男
性
85
㎝
、
女
性
90
㎝
）。

最
近
腹
囲
を
測
っ
て
な
い
と
い
う
方

は
、
ぜ
ひ
と
も
測
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。 夏

に
な
る
と
気
に
な
る
お
腹･･･

。

　

あ
な
た
の
腹
囲
は
何
セ
ン
チ
？　

　

今
年
も
い
よ
い
よ
夏
真
っ
盛
り
。

　

冬
場
は
厚
着
で
隠
れ
て
い
た
お
腹
も
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
な
る
と･･･

。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

原
因
は
、
食
べ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
運

動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
で
す
。
食
べ
す
ぎ
、
運
動
不
足
は

要
注
意
！

　

お
腹
が
気
に
な
る
今
の
季
節
こ

そ
、
生
活
習
慣
を
も
う
一
度
振
り
返

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こんな工夫で

　エネルギーダウン！
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８
月
の
保
健
セ
ン
タ
ー

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

８月　５日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 )　平成 17 年 1 月生

８月　６日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 白浜地域 ) 平成 17 年 12 月生
　　　　　　平成 18 年 1 月生

８月１９日（火） 13：20 ～ 13：30  日置川拠点公民館
 ４・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 20 年 3・4 月生
　　　　　　　平成 19 年 9・10 月生

８月２１日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 4 月生

８月２２日（金） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 9 月生

予防接種 ８月２５日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

生活習慣病検診

８月　３日（日）  7：30 ～ 8：30  日置川拠点公民館
 特定健診・肝炎ウィルス検診・胃がん・

 大腸がん・子宮がん・乳がん検診・胸部検診

８月２５日（月）  7：30 ～ 8：30  市江区民会館

 特定健診・肝炎ウィルス検診・胃がん・
 大腸がん検診

８月２６日（火）  7：30 ～ 8：30  田野井会館

８月２７日（水）  7：30 ～ 8：30  安宅総合センター

８月２８日（木）  7：30 ～ 8：30  みまい荘（安居）

８月２９日（金）  7：30 ～ 8：30  日置川拠点公民館

９月　１日（月）  7：30 ～ 8：30  玉伝区民会館

９月　２日（火）  7：30 ～ 8：30  川添山村活性化支援センター

栄養相談 ８月　４日（月）  9：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

子育て支援室 ８月　６日（水） 10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応じま  
 すので、お気軽にお越しください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 16：00
※時間を変更しました

 美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日
（8/3・9/7）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォークーデー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
区に設定されています。（詳しくは、保健センターへ）
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　〒6 4 9-2 2 1 1 　白浜町 1 6 00 番地
　白浜町福祉センター内
　T E L　0 7 3 9 -4 3 - 5 5 66　 F A X　0 7 39 -4 3-5 5 67
　 E ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ　 s h i ra c s w@ vm. a i k i s .o r . j p

日置川支部
　〒6 49 -2 5 1 1　白浜町日置 1 9 7-1
　高齢者生活福祉センター「夢の里」内
　T E L　0 7 3 9 -5 2 - 2 1 11　 F A X　0 7 39 -5 2-2 6 66
　 E ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ　h i k ic s w@ vm . a ik is . o r. jp
　

社会福祉法人
白浜町社会福祉協議会

しらはましらはま
ふくしふくし

社協だより

　各地域で認知症について理解のあ
る方、杖として支えていただける方
を増やしていこうという目的で認知
症サポーターを養成していきます。
（詳しくは ₂ ページをご覧ください）
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●６月２７日（金）に、白浜町福祉センター２階
会議室で、社会福祉協議会の理事・監事・評議員
を対象に、「社会福祉協議会の役割・組織・運営（経
営）について」および「社会福祉協議会の会計の
仕組みについて」の研修を行いました。

●6月 28 日（土）、29 日（日）の 2 日間、白浜
町福祉センター 2 階会議室で、町地域包括支援
センター主催による標記研修が行われ、本会地
域支援担当職員等が参加しました。講師には種
智院大学の山下先生を
お招きし、町内の事例
を基にグループワーク
を行い、2日目の午後
には、町内の 4 人の民
生委員さんも参加され、
意見をいただきながら
行いました。

役員・職員の研修を実施

理事・監事・評議員研修

認知症の人を地域で支える課題を探る研修会

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　

東
白
浜　
　

眞
鍋　

健
二　

様

　

湯　

崎　
　

若
田　

耕
一　

様

　

安　

宅　
　

中
本　

光　
　

様

　

安　

宅　
　

森
川　

繁
代　

様

（
平
成
20
年
６
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 司法書士

一　　般

一　　般

一　　般

福祉センター
福祉センター
福祉センター

福祉センター
福祉センター

富田農業研修会館

福�祉�相�談�所�設�置�日�程
【時間】 13 時 30 分から 16 時まで

なお、 1 人約 15 分程度の相談となります。

※混雑する場合がございますので、 事前にご予
約ください。 お申込は、 各支部事務所まで。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４３－５５６６
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

白浜支部

弁 護 士

弁 護 士

人　　権

み　ま　い　荘

み　ま　い　荘
高齢者生活福祉センター

高齢者生活福祉センター

川添山村活性化支援センター

川添山村活性化支援センター

日程 内　容 会　場

8/1
8/6
8/13

8/20
8/27
9/5

日置川支部

一　　般

弁 護 士

弁 護 士

人　　権

人　　権

日程 内　容 会　場

8/4

9/8

8/11
8/18

8/25
9/1

福祉レクリエーション従事者
研修会開催のお知らせ！！

近年の福祉課題として重要視される介
護予防の観点から、地域に必要な福祉
レクリエーションの人材育成により、
地域の高齢者サロン等の実践および高
齢者福祉の向上を目指す。

平成 20 年 8 月 31 日（日）
午後 1時 30 分～午後 4時 30 分

●白浜町に住民登録を有する者であっ
て『ふれあいいきいきサロン』等、地
域の高齢者レクリエーション関係者

●社会福祉活動、ボランティア活動に
従事している方で興味のある方

特別養護老人ホーム百々千園

25 人

平成 20 年 8 月 20 日までに各支部へ

【目　的】

【日　時】

【対象者】

【申込先】

【定　員】

【場　所】

和歌山大学教授　中 俊博氏【講　師】

無　　料【参加費】
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

　

中
央
公
民
館
婦
人
学
級(

さ
ざ
な

み
学
級･

富
田
婦
人
学
級･

椿
婦
人

学
級)

で
は
６
月
17
日
に
年
１
回
の

合
同
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
日
頃
の
品
行
の
お
か
げ

か
、
当
日
は
梅
雨
の
合
間
の
絶
好
の

快
晴
で
、
総
勢
41
人
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
広
川
町
を
訪
れ
、
風
力
発

電
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
風
力
発
電

に
は
風
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
、
小

高
い
山
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
の
施
設
は
平
成
17
年
２
月
に
完
成

し
、
高
さ
約
65
ｍ
、
羽
根
の
長
さ
が

約
71
ｍ
と
県
下
最
大
で
、
石
油
等
の

化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
和
歌
山
市
の
県
民
文

化
会
館
に
て
、
県
環
境
政
策
局
環
境

生
活
総
務
課
の
森も
り

本も
と

浩ひ
ろ

文ふ
み

さ
ん
に｢

待
っ
た
な
し
！
地
球
温
暖
化
対
策｣

と
題
し
た
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
悪
影
響
や
身

近
で
で
き
る
温
暖
化
対
策
を
教
わ

り
、
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
白
浜
分
館(

上う
え

中な
か

修
し
ゅ
う

一い
ち

分
館

長)

で
は
７
月
６
日
に
中
央
公
民
館

で
消
防
本
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
白
浜
分
館
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

は
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の
開
催
で
、

今
回
は
ホ
テ
ル
の
関
係
者
や
地
元
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

白
浜
町
内
で
も
駅
や
空
港
、
小
中

学
校
や
総
合
体
育
館
等
の
公
共
施
設

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
ホ
テ

ル
や
老
人
ホ
ー
ム
で
も
年
々
普
及
が

進
み
、
町
全
体
で
は
現
在
60
台
以
上

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
心
肺
蘇
生
法
と
併
せ
て
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

　

上
中
分
館
長
は｢
き
ち
ん
と
講
習

を
受
け
れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
扱
う
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

万
一
の
事
態
に
少
し
で
も
早
く
対

処
す
る
こ
と
が
救
命
へ
の
一
歩
で
も

あ
る
の
で
、
昨
年
に
続
い
て
講
習
会

を
開
催
し
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義

だ
っ
た
と
思
う
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
一
つ｢

日
本

画
サ
ー
ク
ル｣

の
ロ
ビ
ー
展
が
６
月

17
日
か
ら
27
日
ま
で
中
央
公
民
館
１

階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
画
と
は
、
西
洋
画
に
対
す
る

日
本
在
来
の
技
法
・
様
式
に
基
づ
い

た
絵
画
の
こ
と
で
、
墨
や
岩
絵
具
を

主
と
し
て
、
多
少
の
有
機
色
料
を
併

せ
用
い
て
紙
等
に
毛
筆
で
描
い
て
作

成
し
ま
す
。

　

今
回
の
ロ
ビ
ー
展
に
は
15
点
の
出

展
が
あ
り
、
簡
素
で
あ
り
な
が
ら
趣

の
あ
る
作
品
が
ロ
ビ
ー
を
彩
り
、
公

民
館
を
訪
れ
る
人
の
目
を
ひ
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
在
住
者
を
中
心
と
し

た
趣
味
の
グ
ル
ー
プ｢

天
狗
ク
ラ
ブ

｣

と
中
央
公
民
館
の
共
催
に
よ
る｢

趣
味
の
作
品
展｣

が
６
月
13
日
か
ら

15
日
の
３
日
間
、
中
央
公
民
館
集
会

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
狗
ク
ラ
ブ
と
は
、
30
数
年
前
に

日
本
画･

木
像･

盆
景
な
ど
を
趣
味

で
つ
く
っ
た
り
し
て
い
た
人
が
集
ま

っ
て
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

今
年
で
38
回
目
を
迎
え
る
当
作
品

展
に
は
、
前
述
の
作
品
を
は
じ
め
、

ク
レ
パ
ス
画
や
押
し
絵
、
創
作
人
形

や
建
築
物
の
模
型
と
い
っ
た
多
種

に
渡
る
作
品
55
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

開
催
３
日
間
で
延
べ
２
１
８
人
の

来
場
者
が
あ
り
、
手
間
を
か
け
て
仕

上
げ
ら
れ
た
作
品
鑑
賞
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

さ
ざ
な
み
・
富
田
・
椿
婦
人
学
級
合
同
研
修

広
川
町
、
和
歌
山
市
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）
の

講
習
会
を
開
催　

～
東
白
浜
分
館
～

「
日
本
画
サ
ー
ク
ル
ロ
ビ
ー
展
」
と

「
趣
味
の
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
し
た

【説明を受ける受講生の皆さん】

【人形を使っての実習】
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

平成２０年度日置川地域体育振興協議会主催の盆体育行事

公
民
館
サ
ー
ク
ル

作
品
展
開
催
中

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
お

い
て
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展

を
開
催
し
て
し
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◎
開
催
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

◎
場　

所　

　

日
置
川
拠
点
公
民
館

１
階
ロ
ビ
ー

※
各
サ
ー
ク
ル
の
作
品
を
随
時
展
示

し
ま
す
。

　

市
鹿
野
家
庭
学
級
を
、
７
月
９
日

に
川
添
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院
の
森も
り

口ぐ
ち

浩こ
う

司じ

臨
床
心
理
士
を
講
師
に
迎
え
、「
ス

ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め

に
」
と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

始
め
に
、
参
加
者
の
ス
ト
レ
ス
度

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

30
問
中
、
21
問
以
上
に
思
い
当
た

る
症
状
が
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
度
は
高

く
、
身
体
に
何
か
し
ら
の
症
状
が
あ

る
と
の
先
生
の
話
に
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ス
は
、
内
か
ら
も
外
か
ら

も
力
が
加
わ
り
心
が
い
び
つ
な
形
に

な
る
こ
と
を
言
い
、
気
が
落
ち
つ
か

な
い
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
、
な
ん

と
な
く
不
安
で
し
よ
う
が
な
い
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
緊
張
や
不
安

な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。

　

強
い
ス
ト
レ
ス
に
長
期
間
さ
ら
さ

れ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し
尽

く
し
、
抵
抗
仕
切
れ
な
く
な
り
、
頭

痛
、
不
眠
、
肩
こ
り
、
胃
の
痛
み
な

ど
の
症
状
が
出
る
と
い
う
説
明
を
う

け
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
は

ス
ト
レ
ス
の
元
を
排
除
す
る
こ
と
が

大
切
で
、
も
し
排
除
で
き
な
か
っ
た

ら
、
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
し
、
そ
の
対
処
法
は
、
自
分
の
時

間
を
つ
く
る
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
、
正
し
い
知
識
と
楽
し
い
仲
間
を

つ
く
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
ら
の
経
験
を
先
生

に
尋
ね
な
が
ら
、
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
話
し
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

去
る
６
月
20
日
、
日
置
小
学
校

２
年
生
の
２
人
が
日
置
川
拠
点
公
民

館
を
訪
れ
ま
し
た
。

生
活
科
の
授
業
で
、
町
内
の
各

施
設
へ
２
～
３
人
ず
つ
に
分
か
れ
て

の
体
験
授
業
で
す
。

２
人
は
考
え
て
き
た
質
問
を
日

置
川
教
育
事
務
所
長
に
聞
き
、
各
部

屋
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
内
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
人
と
も
公
民
館
に

は
何
度
も
来
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
、
緊
張
が
解
け
て
く
る
と
積
極
的

に
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
調
べ
て
い
ま

し
た
。

拠
点
公
民
館
へ

施
設
探
検
！

市
鹿
野
家
庭
学
級
を
開
催

「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
」

種 目 バレーボール 野　　　球 バドミントン

日 時 ８月１３日（水）午後７時～ ８月１４日（木）午前９時～ ８月１８日（月）午後７時～

場 所 日置中体育館 総合運動場（日置若者広場） 日置中体育館

参加申込 ８月７日（木）までに日置川教育事務所へお申し込みください。

参 加 費 ３，０００円 ３，０００円
一人　５００円

※（申込みはミックスダブルで
　　お願いします。）

監督会議
抽 選 会

８月８日（金）　午後７時半～　日置川拠点公民館にて
組み合わせは当日会場にて

　 行います。
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＝親子クラブ行事を紹介＝

第３回白浜町ドッジボール大会

	 ☆　優　勝　　　椿親子クラブ

	 ☆　準優勝　　　日置川ファイターズ

	 ☆　第３位　　　安宅親子クラブ

　６月２９日、町立総合体育館で郡ドッジボール大会の予選

も兼ねた第３回白浜町ドッジボール大会を開催しました。

　体育館いっぱいに響き

わたる大きな大きな声援

と大歓声。親も子もみん

な気持ちはひとつ。

　汗だくになりながら

も、一生けんめいがん

ばったね。

野外活動講習会～アウトドアを楽しもう～

　　７月６日、最高のアウトドア日和に、親子合わせて６９

人の皆さんが参加し、野外料理や野外工作の仕方について、

講習会を行いました。

　毎年恒例の炊飯は、飯ごうを使ってご飯を炊く練習。「熱

い、熱い」と言いながらも、火加減をきちんと見たかいもあっ

て、ふっくらとおいしく炊きあがりました。ほかにも、定番

メニューのカレーや簡単にできるナンなどもつくり、おいし

くいただきました。

　工作は、のこぎり

や ナ イ フ を 使 っ て、

竹のコップとお箸づ

くり。竹のコップで

飲むお茶は、竹の匂

いがしておいしいと

驚いていました。

　白良浜は、海水浴の人でいっぱいです。

　子どもたちは、顔をまっ黒にして毎日、遊

びに大忙し。

　図書館でも開館時間の前から「まだ、あけ

へんの？」「はよう、あけてよ」と、子ども

たちの声が聞こえてきます。

　「この本、おもしろかったよ。読んでみたら」と、友達と

わいわい言いながら借りていく子ども、夢中で本を読み続け

る子どもなど、子どもたちはさまざまな顔をみせてくれます。

　皆さんも夏休みのひととき、図書館へ寄ってみませんか。

子どもたちの新しい一面を発見するかもしれません。皆さん

が来てくれるのをお待ちしています。

８月の行事

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　８月２日・１６日・２３日・３０日
　　※８月９日は夏休み連続おはなしの日を開催します。

　☆夏休み連続おはなしの日

　　８月６日（水）～１０日（日）
　　本館・富田分室にて　午前１０時３０分～

　☆しらはま子どもの本の会例会

　　８月はお休みです。

　　　　＊図書館見学＊

　　本館に西富田小学校３年生、白浜第一
　小学校１年生の皆さんが、富田分室に南
　白浜小学校２年生の皆さんが、見学に来
　てくれました。
　　図書館の利用方法の説明や絵本の読み聞かせなどをす
　ると、子どもたちが「図書館って、楽しいな」「また来る
　ね」と口々に言ってくれました。たくさんの本といっしょ
　に待ってますので、ぜひ、また来てくださいね。

本をよもう
　図書館だより

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

 

 



19　広報しらはま８月号

 

し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

こ
の
露
地
も
一
人
住
ま
い
の
夜
の
秋　
　

祥さ
ち

子こ

　

庭
木
々
の
葉
先
き
ら
き
ら
露
の
玉　
　
　

喜き

代よ

子こ

　

夏
め
き
て
い
た
わ
る
発
送
エ
コ
野
菜　
　

き
み
子

　

街
薄
暑
画
鋲
の
残
る
掲
示
板　
　
　
　
　

幸さ
ち

子こ

　

た
だ
な
ら
ぬ
世
の
行
く
末
や
夜
鷹
鳴
く　

尹い

久く

子こ

　

今
日
あ
す
と
落
つ
る
実
梅
を
拾
ひ
け
り　

捷か
つ

子こ

　

一
岬
ひ
ね
も
す
夏
の
潮
を
浴
び　
　
　
　

江え

津つ

子こ

　

せ
せ
ら
ぎ
に
よ
ぎ
る
漁
影
や
露
涼
し　
　

鈴す
ず

枝え

　

遠
き
日
の
と
き
め
き
胸
に
薔
薇
の
雨　
　

弘ひ
ろ

子こ

安
居
俳
句
会

　

土
間
涼
し
昔
な
が
ら
の
通
り
抜
け　
　

久ひ
さ

枝え

　

夏
蝶
の
止
る
事
な
く
飛
び
巡
り　
　
　

金き
ん

次じ

郎ろ
う

　

新
茶
酌
む
仏
の
顔
の
見
へ
て
来
し　
　

み
き
ゑ

　

目
ざ
め
て
は
ま
だ
こ
ん
な
時と

間き

明
け
易
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

琴こ
と

柱じ

　

天
皇
の
御み

声
偲
ば
る
敗
戦
忌　
　
　
　

勢せ

津つ　

　

古
き
戸
を
迷
い
蛍
の
灯
し
を
り　
　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

　

背
伸
び
し
て
届
く
所
に
女
郎
蜘
蛛　
　

ク
ス

　

涼
し
け
れ
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
細
き
脚　

昭あ
き

代よ

　

息
潜
め
宵よ
い

待ま
ち

草そ
う

の
咲
く
を
待
つ　
　
　

み
ち
子

　

新
茶
刈
る
音
も
静
ま
り
昼ひ
る

餉げ

ど
き　
　

京
き
ょ
う

子こ

　

紫
陽
花
の
毬
の
似
合
ひ
し
古
刹
な
り　

桂け
い

子こ

　

十
薬
を
自
作
の
壺
に
挿
し
に
け
り　
　

貞さ
だ

美み

　

半は
ん
げ
し
ょ
う

夏
生
見
守
る
園
児
等
の
遊
戯　
　
　

冨ふ

美み

代よ

　

こ
の
渓
を
上
れ
ば
蛍
の
里
と
や
ら　
　

サ
ダ
子

　

畦
道
の
好
き
な
下
校
児
野の

萱か
ん

草そ
う　
　
　

み
き
枝え

　

夫つ
ま

と
居
て
続
く
黙
だ
ん
ま
り
梅
雨
籠
り　
　
　

量か
ず

子こ

　

山
荘
の
掠か
す

れ
し
文
字
や
合ね

歓む

の
花　
　

い
志し

子こ

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広

報
担
当
ま
で
。

わがやのスター
『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場企画財政課広報担当まで）

【白浜町堅田　在住】

垣
かき

内
うち

　梨
り

那
な

 ちゃん　（平成１０年９月２日生まれ）

　　　大
ひろ

翔
と

 くん　　（平成１３年５月１６日生まれ）

　　　真
ま

稀
き

士
し

 くん　（平成１７年６月１９日生まれ）

（パパ・ママ メッセージ）

　自慢の子どもたちです！

　これからも、強く、たくましく、そして、優し

さを忘れない子になってね…。

	 	 　　　父　秀明さん・母　ひとみさん



　８月に「日置川災害史」が発刊されます。
　今年は、昭和３３年８月２５日に発生した台風１７号によるダム放水で日置川地域が大災害を受けてから、５０
年を迎えます。この機会に過去の教訓を生かし、災害に強いまちづくりをめざすためシンポジウムを開催します。
◆日　時　８月 24 日（日）午後 1 時から

◆場　所　日置川拠点公民館

◆日　程　・記念講演 「日置川災害史を編纂して」

	 　　 　講師　日置川災害史編纂委員長　廣本　満　先生
	 　 ・シンポジウム「３３災害を日置川各地から語る」

	 　　　昭和３３年の災害から５０年の節目を迎える今年、当時
　　　　　　　体験された方々に、そのときの様子を語ってもらいます。
■お問い合わせ　白浜町教育委員会　生涯学習課
 　　　　　　　　（℡４３ー５８３１）

広
報
し
ら
は
ま 

８
月
号
№ 30

■
編
集
・
発
行

　

白
浜
町 

企
画
財
政
課 

企
画
係　

℡
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５
（
代
）

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～山の都　市鹿野小学校～

　“紫煙る　朝明けの　峰に輝く　山桜…”という校

歌の一節が、そのまま一枚

の絵になっている市鹿野の

風景…。そんな山の都にあ

る市鹿野小学校、今年度は

４人の新入児を迎え全校児

童数が１０人になりました。

　児童数が少ないため、４月当初心配は山積みでした

が、いざ船出するとそんな心配は何のその、強力な地

域のバックアップと、学校のために、子どもたちのた

めに協力することを惜しまない保護者とともに、穏や

かな航海を続けています。

　今、外遊びが大好きな元気いっぱいの子どもたちは、

秋の運動会に向けて、一輪車に乗れるよう教え合いな

がら頑張って練習をしています。

　春の山菜採りや６月の茶摘みなど、地域の方の協力

を得ながら、ここ市鹿野でしかできない体験もさせて

もらっています。山菜採りで収穫したごんぱちは、す

ぐに湯に通し、皮をむいて水にさらし、次の日には給

食に登場します。一面に広がる茶畑での茶摘み、大き

な釜での茶煎り、お茶の香りを楽しみながらの茶揉み

…どれもが地域の方から教えていただきながら進めて

いることです。

　子どもたちはこれらの体験をとおして故
ふる

郷
さと

を知り、

故
ふる

郷
さと

に学び、故
ふる

郷
さと

を愛する心を育んでくれることで

しょう。やがては故
ふる

郷
さと

・

市鹿野を背負ってたつ人

間に成長していけるよう、

学校・家庭・地域が連携

して今も航海を進めてい

ます。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

市鹿野小学校
（白浜町市鹿野：児童数１０人）

　全日本女子柔道選手の皆さんが、北京五輪に向けて
平成１７年から４年間、ここ白浜の地で強化合宿を
行ってきました。
　女子柔道の試合初日、金メダルをめざして試合に臨
む選手たちに白浜町から熱いエールを送ります。
　事前の参加申し込みは不要です。ぜひ、皆さまお誘
い合わせの上ご参加ください。
◆日　時　　８月９日（土）午後３時

◆場　所　　町立総合体育館　ロビー

■お問い合わせ　白浜町教育委員会　生涯学習課
	 	 （℡４３ー５８３１）

「日置川災害史」発刊記念シンポジウム
―３３災害あれから５０年―

北京五輪全日本女子柔道応援のつどい


